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はじめに 

 

目黒区は、基本構想実現のための区政運営方針の一つとして「平和と人権・多

様性の尊重」を掲げ、すべての区民が互いに尊重し合える包摂的な地域社会の実

現を目指しています。これまで、部落差別、女性、子ども、高齢者、障害者、外

国人、感染症患者など、多様な人権課題に対応し、区民の理解を深める啓発施策

を継続的に展開してきました。 

また、令和 7年度の行財政運営基本方針においても区政運営の基本姿勢の一つ

として「平和への貢献と人権・多様性を尊重する地域社会の実現」を掲げ、人権

に関する意識調査、障害者参加型防災訓練、手話普及事業、戦後 80年を契機と

した平和記念事業など、地域に根差した施策を積極的に推進しています。 

本報告書は、平成 18 年度・平成 25 年度・平成 30 年度に続く四回目となる

「目黒区人権に関する意識調査」の結果を取りまとめたものです。今回の調査で

は、インターネット回答方式を本格導入し、18歳以上の区民 3,000人を対象に

実施しました。回答の受付にあたっては、対象者の希望に応じて従来の郵送方式

にも対応し、インターネットによる回答が困難な方も含め、より幅広い区民の声

を反映できる環境を整えました。 

調査結果からは、区民の人権意識の高さがうかがえる一方、いじめや虐待、イ

ンターネット上の誹謗中傷、障害者や外国人への差別、性的マイノリティへの偏

見、部落差別など、人権侵害が依然として存在することが明らかになりました。

こうした課題は潜在化しやすく、被害者が声を上げにくい状況も見られます。 

今後は、人権教育や相談体制の充実、情報リテラシー向上、共生社会の推進な

ど、行政と区民が一体となった取組が不可欠です。本調査で把握した区民の人権

意識や課題は、差別や偏見のない目黒区を実現するための重要な指針となります。

区民の皆様や関係団体におかれましては、本報告書を人権課題への理解促進や施

策形成、コミュニケーションの一助としてご活用いただければ幸いです。 

最後に、調査にご協力いただいた多くの皆様に心より感謝申し上げます。 

 

令和８年３月 

目黒区長 青木 英二 
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